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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電流コレクタ基板によって互いに分離された少なくとも１個の第１の電気化学セルと少
なくとも１個の第２の電気化学セルを含み、前記基板が、第１の面に前記第１の電気化学
セルの電極を支持し、前記第１の面と反対側の第２の面に前記第２の電気化学セルの反対
の極の電極を支持し、各セルが電解質によって分離された正電極と負電極を含み、
　前記正電極がリチウム化合物である下記一般式を満たすポリアニオン系リチウム遷移金
属化合物を含み、
　　ＬｉxＭy（ＸＯz）n

式中において、
　＊Ｍは、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｖ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｂ、Ｃ
ｒ、Ｍｏ、及びこれらの混合物から選択された元素を表わし、
　＊Ｘは、Ｐ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓ、Ｖ、及びＡｓから選択された元素を表わし、
　＊ｘ、ｙ、ｚ及びｎは、カチオンの全電荷がアニオンの全電荷を打ち消し、その結果前
記化合物が電気的に中性になるように選択された整数又は正の分数であり、
　前記負電極が単体硫黄を含む、電気化学リチウム・アキュムレータ。
【請求項２】
　前記ポリアニオン系リチウム化合物が、ＬｉＦｅＰＯ4又はＬｉ3Ｖ2（ＰＯ4）3である
、請求項１に記載のアキュムレータ。
【請求項３】
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　前記正電極が、ＬｉＦｅＰＯ4を含む、請求項１または２に記載のアキュムレータ。
【請求項４】
　前記電流コレクタ基板が、アルミニウム又はアルミニウム合金である、請求項１～３の
いずれか一項に記載のアキュムレータ。
【請求項５】
　前記電解質が、リチウム塩を含む液体電解質である、請求項１～４のいずれか一項に記
載のアキュムレータ。
【請求項６】
　前記リチウム塩が、ＬｉＰＦ6、ＬｉＣｌＯ4、ＬｉＢＦ4、ＬｉＡｓＦ6、ＬｉＣＦ3Ｓ
Ｏ3、ＬｉＮ（ＣＦ3ＳＯ2）3、ＬｉＮ（Ｃ2Ｆ5ＳＯ2）、リチウムビストリフルオロメチ
ルスルホニルイミド　ＬｉＮ［ＳＯ2ＣＦ3］2及びこれらの混合物から選択される、請求
項５に記載のアキュムレータ。
【請求項７】
　前記電解質が、炭酸塩族及び／又はエーテル族からの一つ又は幾つかの溶剤を含む、請
求項５又は６に記載アキュムレータ。 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各電気化学セル内に一対の特殊電極を含む独特の所謂バイポーラ構造を有す
るリチウム電気化学アキュムレータに関し、一対の特殊電極は、電圧を提供し、さらに前
記アキュムレータに大きい質量容量を与えることができる。
【０００２】
　本発明の分野は、エネルギー蓄積装置の分野、詳細には電気化学アキュムレータの分野
として定義される。
【背景技術】
【０００３】
　エネルギー蓄積装置は、従来、電解質によって分離された一対の電極（それぞれ正電極
と負電極）のそれぞれの存在によって電流を提供することができる電気化学セルの原理で
動作する電気化学アキュムレータである。電解質は、酸化還元反応により反応することが
できる特定の材料を含み、それにより、電流源で電子が生成され、一方の電極から他方の
電極に電解質を介して循環するイオンが生成される。
【０００４】
　この原理に従う最も一般的に使用されるアキュムレータは、以下の通りである。
＊電極材料として金属ハイドライドとオキシ水酸化ニッケルを使用するＮｉ－ＭＨアキュ
ムレータ。
＊電極材料としてカドミウムとオキシ水酸化ニッケルを使用するＮｉＣｄアキュムレータ
。
＊電極材料として鉛と酸化鉛Ｐｂ０2を使用する酸性鉛アキュムレータ。
＊電極材料として従来通り全体又は部分的にリチウム化された材料を使用するリチウムイ
オン・アキュムレータ。
【０００５】
　過去数年において、リチウムイオン・アキュムレータは、エネルギー密度に関するリチ
ウムイオン・アキュムレータの性能の継続的な改良により、前述の他のアキュムレータに
広く置き換わった。実際に、リチウムイオン・アキュムレータは、Ｎｉ－ＭＨ及びＮｉ－
Ｃｄアキュムレータ（５０～１００Ｗｈ．ｋｇ-1の範囲のことがある）と酸性鉛アキュム
レータ（３０～３５Ｗｈ．ｋｇ-1の範囲のことがある）より大きい質量密度と体積エネル
ギー密度（１８０Ｗｈ．ｋｇ-1を超えることがある）を得ることができる。更に、リチウ
ムイオン・アキュムレータは、他のアキュムレータより大きい定格のセル電圧を有するこ
とができる（例えば、電極材料としてＬｉＣｏＯ2／グラファイト対を利用するセルでの
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定格電圧は約３．６Ｖ、それに対して他の前述のアキュムレータの定格電圧は約１．５Ｖ
）。
【０００６】
　したがって、それらの固有の性質のため、リチウムイオン・アキュムレータは、計算処
理、映像、電話技術、電気自動車やハイブリッド車などの輸送や、更には医学、宇宙、エ
レクトロニクス分野など、自己充足が基本条件の分野では特に有利となることが分かって
いる。
【０００７】
　機能点な視点から見ると、リチウムイオン・アキュムレータは、アキュムレータの電気
化学セルの電極の構成材料内のリチウムのインターカレーション－デインターカレーショ
ンの原理で動作する。
【０００８】
　より具体的には、電流の生成源での反応（即ち、アキュムレータが放電モードのとき）
によって、リチウムイオンを通す電解質を介して、負電極からリチウム・カチオンが移動
され、リチウム・カチオンは、正電極のアクセプタ格子内にインターカレーションされ、
負電極での反応による電子は、正電極と負電極に接続された外部回路に流れる。
【０００９】
　第１のリチウム・アキュムレータは、その負電極にリチウム金属を含み、これは、高い
定格のセル電圧と、優れた質量密度及び体積エネルギー密度を提供するが、特定のサイク
ル数を繰り返した後でリチウム樹枝状結晶を形成するおそれがある。そのような樹枝状結
晶は、短絡現象を引き起こす電気化学セルの構成要素の劣化の原因となることがある。
【００１０】
　そのような欠点を克服するために、リチウム金属の代わりに、以下の電極対を含む電気
化学セルを含むアキュムレータが提案された。
－グラファイトなどの炭素材料を利用した負電極。
－ＬｉＭＯ2型のリチウム遷移金属酸化物を利用した正電極。式中、Ｍは、Ｃｏ、Ｎｉ、
Ｍｎを示す。
【００１１】
　しかしながら、負電極の構成にグラファイトを使用するので、そのようなアキュムレー
タは最適な電力挙動をしない。
【００１２】
　この欠点を克服するために、グラファイトをリチウム材料、詳細にはリチウム酸化チタ
ンＬｉ4Ｔｉ5Ｏ12と置き換えることが提案された。しかしながら、これは、定格セル電圧
を低下させ（３．６Ｖから２．５Ｖに低下する）、その結果、単一のセル・アキュムレー
タのエネルギー密度が低下する。
【００１３】
　グラファイトを使用するアキュムレータと同等のエネルギー密度を保持しながら、この
タイプの負電極材料でアキュムレータを作成する概念は、アキュムレータの質量と体積の
限界を探りつつアキュムレータの全体電圧を高めるために直列に取り付けられた複数の電
気化学セルを含むアキュムレータを作成することである。
【００１４】
　得られるアキュムレータの質量と体積に悪影響を及ぼすことなく電気化学セルを直列に
配置するのに適切な構造は、電流コレクタ基板によって互いに分離された幾つかの電気化
学セルの積み重ねから成る所謂「バイポーラ」構造である。この基板の一方の面は、セル
の電極が占有し、基板の反対の面は、隣接セルの反対の極の電極が占有している。このタ
イプの構造により、外部コネクタによって接続された複数のセルから成る１つアキュムレ
ータと比較して組立体の電気抵抗を小さくすることができる。
　このバイポーラ構造により、無駄な質量と体積を制限することできる。
【００１５】
　この構造に基づいて、本発明者は、リチウム金属樹枝状結晶の形成によるアキュムレー
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タの構成要素の劣化の怖れがなくまた更に強力な質量能力を有する新しいタイプのリチウ
ム・アキュムレータを実現することを提案する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　したがって、本発明者は、驚くべきことに、特定の一対の電極を使用することにより、
前述の利点を有するアキュムレータを得ることができることを発見した。
【００１７】
　そのようなアキュムレータは、電流コレクタ基板によって互いに分離された少なくとも
１つの第１の電気化学セルと少なくとも１つの第２の電気化学セルとを含み、基板が、第
１の面に前記第１の電気化学セルの電極を支持し、前記第１の面と反対の第２の面に第２
の電気化学セルの反対の極の電極を支持し、各セルが電解質によって分離された正電極と
負電極を含むリチウム電気化学アキュムレータであって、正電極が、リチウム化合物を含
み、負電極が単体硫黄を含むことを特徴とするリチウム電気化学アキュムレータに対応す
る。
【００１８】
　本発明をより詳細に考察する前に、以下の定義を指定する。
　正電極は、従来、前述及び後述においても、アキュムレータが電流を出力するとき（即
ち、放電プロセスとき）には陰極として働き、アキュムレータが充電プロセスのときは陽
極として働く電極を意味する。
【００１９】
　負電極は、従来、前述及び後述においても、アキュムレータが電流を出力するとき（即
ち、放電プロセスのとき）には陽極として働き、アキュムレータが充電プロセスのときは
陰極として働く電極を意味する。
【００２０】
　単体硫黄は、１つ又は幾つかの化学元素とも結合していない単体硫黄を意味する。
　リチウム化合物は、１つ又は幾つかの化学元素と結合されたリチウム元素を含む化合物
を意味する。
【００２１】
　本発明の革新は、とりわけ、電気化学セルの構成負電極に、単体硫黄の使用に固有の利
点から恩恵を受けかつ正電極内に存在するリチウム化合物と関連付けられた負電極内に存
在する単体硫黄を有するように単体硫黄（この元素は、より一般には正電極の組成物に入
るために使用される）を含むバイポーラ構造によるアキュムレータの設計にある。アキュ
ムレータの放電中（またアキュムレータの充電中）の全体の電気化学反応が、アキュムレ
ータの安全性を害するリチウム金属樹脂枝状結晶として現れることがあるリチウム金属を
形成しない。
【００２２】
　詳細には、単体硫黄を使用することにより、大きい質量容量（硫黄の特定の容量は１，
６７５ｍＡｈ．ｇ-1である）を有するアキュムレータを得ることができる。
　負電極で、単体硫黄は、様々な形態の炭素などの他の元素に添加されてもよい。したが
って、負電極の構成材料は、単体硫黄と炭素を含む複合材料でよい。
【００２３】
　更に、アキュムレータの全体電圧は、バイポーラ構造のために携帯用途に好適なコンパ
クトさを維持しながらアキュムレータの電気化学セルの数によって目的となる用途に適応
させることができる。
【００２４】
　本発明のアキュムレータの正電極の組成物に入ることができるリチウム化合物の例とし
て、遷移金属、リチウム遷移金属酸化物、及びこれらの混合物のポリアニオン系リチウム
化合物を挙げることができる。
【００２５】
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　ポリアニオン系遷移金属リチウム化合物の例として、以下の一般式に適合するリチウム
化合物を挙げることができる：
ＬｉxＭy（ＸＯz）n

式中：
＊Ｍは、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｖ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｂ、Ｃｒ
、Ｍｏ及びこれらの混合物から選択された元素を表わし、
＊Ｘは、Ｐ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓ、Ｖ及びＡｓから選択された元素を表わし、
＊ｘ、ｙ、ｚ及びｎは、化合物が電気的に中立になるようにカチオンの全電荷がアニオン
の全電荷を打ち消すように選択され、整数又は正の分数である。
【００２６】
　Ｍは、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｖ、Ｔｉ、Ｂ、Ｃｒ、Ｍｏ及びこれらの混合物
から選択された元素を表わすことが好ましい。
【００２７】
　より具体的には、そのような化合物は、Ｘがリン元素Ｐに対応するとき、これらの化合
物がリン酸リチウム化合物であってもよく、そのような化合物は、例えば、ＬｉＦｅＰＯ

4又はＬｉ3Ｖ2（ＰＯ4）3である。
【００２８】
　遷移金属のリチウム酸化物化合物の例として、以下の化学式の化合物を挙げることがで
きる。
　ＬｉＭＯ2

　式中、Ｍは、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｍｎ、Ａｌ及びこれらの混合物から選択された元素である。
【００２９】
　そのような酸化物の例として、リチウム酸化物ＬｉＣｏＯ2、ＬｉＮｉＯ2及び混合酸化
物Ｌｉ（Ｎｉ，Ｃｏ，Ｍｎ）Ｏ2（ＮＭＣの名前でも知られるＬｉ（Ｎｉ1/3Ｍｎ1/3Ｃｏ1

/3）Ｏ2など）、Ｌｉ（Ｎｉ，Ｃｏ，Ａｌ）Ｏ2（ＮＣＡの名前でも知られるＬｉ（Ｎｉ0.

8Ｃｏ0.15Ａｌ0、05）Ｏ2など）、又はＬｉ（Ｎｉ，Ｃｏ，Ｍｎ，Ａｌ）Ｏ2を挙げること
ができる。
【００３０】
　詳細には、Ｌｉ（Ｎｉ0.8Ｃｏ0.15Ａｌ0.05）Ｏ2とＬｉ（Ｎｉ1/3Ｍｎ1/3Ｃｏ1/3）０2

酸化物は、同等又は少ないコストでＬｉＭＯ2型（Ｍは、混合物ではなく単一金属を表わ
す）の酸化物と類似又は実質的にそれより高い電気化学性能を得る可能性と、特に充電状
態で改善された総合安定性を提供する。
【００３１】
　リチウム酸化物の例として、マンガン及び／又はアルミニウムを含むリチウム酸化物を
挙げることができる。
【００３２】
　より具体的には、これらは、次の化学式に適合する酸化物としてもよい：
　Ｌｉ1-aＮｉ0.5-bＭｎ1.5-cＯ4-d

　ここで、ａ、ｂ、ｃ及びｄは、－０．１～＋０．１、即ち、パラメータａ、ｂ、ｃ及び
ｄはそれぞれ、－０．１以上＋０．１以下である。
【００３３】
　詳細には、この定義によりまた特に有利なリチウム酸化物は、化学式ＬｉＮｉ0,5Ｍｎ1

,5Ｏ4の酸化物であり、これは、約４．７Ｖ（この電位は、基準対Ｌｉ+／Ｌｉに基づき表
される）のリチウムの挿入／脱挿入電位を有する特殊性を有する。
【００３４】
　また、マンガンを含むリチウム酸化物として、化学式ＬｉＭｎ2Ｏ4又はＬｉＮｉＭｎＯ

4のリチウム酸化物が挙げられる。
【００３５】
　好ましくは、正電極はＬｉＦｅＰＯ4を含む。この材料は、温度及び電気化学安定性の
ために本質的にきわめて安全である。更に、この材料は、無毒かつ安価であり、安価かつ
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豊富な原料から合成される。
【００３６】
　前述のように、電流コレクタ基板は、第１の面に前記第１の電気化学セルの電極を支持
し、前記第１の面と反対側の第２の面に前記第２の電気化学セルの電極を支持する。即ち
、電流コレクタ基板は、第１の面に前記第１の電気化学セルの正電極を支持し、前記第１
の面と反対側の第２の面に前記第２の電気化学セルの負電極を支持し、又はこの逆に支持
する。
【００３７】
　したがって、本発明のアキュムレータのシナリオでは、電流コレクタ基板の構成材料は
、負電極の組成物に入る単体硫黄と正電極の組成物に入るリチウム化合物の両方に対して
安定していなければならない。
【００３８】
　本発明によりかつ前述の安定条件を満たす電流コレクタ基板は、有利には、アルミニウ
ム及び／又はアルミニウム合金の基板である。
【００３９】
　本発明のアキュムレータの電気化学セルの対の構成電極によって、複雑な構造の電流コ
レクタ基板を使用する必要がなく、したがって、これは、先行技術のバイポーラ構造を有
するアキュムレータにも当てはまり、電極材料に対する安定性のために、電流コレクタ基
板は、各面が互いに異なる材料から成る２面構造を有する。
　更に、従来使用された銅基板などの他の金属元素の基板を使用しなくてもよい。
【００４０】
　電流コレクタ基板を形成するためにアルミニウム又はアルミニウム合金を使用できるこ
とは、特にアルミニウムの低密度により（２．６９９ｇ／ｃｍ3として評価されることが
ある）、高い質量エネルギー密度を有するリチウム・アキュムレータを得ることができる
という利点を有する。
【００４１】
　各電気化学セルの正電極と負電極の間にある電解質は、リチウム塩を含む液体電解質で
あることが好ましい。
【００４２】
　したがって、例えば、液体電解質には、リチウム塩が溶かされた、エチレンカーボネー
ト、プロピレンカーボネート、ジメチルカーボネート、ジエチルカーボネートなどの炭酸
塩タイプの溶剤又は溶剤混合物、及び／又は、ジメトキシエタン、ジオキソラン、ジオキ
サン、テトラエチレングリコールジメチルエーテル（ＴＥＧＤＭＥの頭文字で知られる）
及びこれらの混合物などのエーテルタイプの溶剤の溶剤混合物が挙げられる。
【００４３】
　例えば、リチウム塩は、ＬｉＰＦ6、ＬｉＣｌＯ4、ＬｉＢＦ4、ＬｉＡｓＦ6、ＬｉＣＦ

3ＳＯ3、ＬｉＮ（ＣＦ3ＳＯ2）3、ＬｉＮ（Ｃ2Ｆ5ＳＯ2）、リチウムビストリフルオロメ
チルスルホニルイミド　ＬｉＮ［ＳＯ2ＣＦ3］2（ＬｉＴＦＳＩの頭文字で知られる）及
びこれらの混合物からなる群から選択されてもよい。
【００４４】
　本発明のアキュムレータの電気化学セル内の前述の液体電解質は、電気化学セルの正電
極と負電極の間に配置されたセパレータに含浸されてもよい。
【００４５】
　このセパレータは、多孔質内に液体電解質を収容することができる重合体材料などの多
孔質材料でよい。電解質は、また、リチウム塩を含む重合体電解質などの固体電解質でも
よい。
【００４６】
　例えば、高分子は、ポリ（アクリロニトリル）、ポリ（エチレンオキシド）、ポリ（フ
ッ化ビニリデン）、フッ化ビニリデン－ヘキサフルオロプロピレン共重合体、又は液体電
解質がある状態でゲル化することによってイオン導電性になる別の高分子を含むことがで
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きる。リチウム塩は、前に示したものと同じ定義が当てはまる。
【００４７】
　本発明による特定のアキュムレータは、セルごとに、正電極がＬｉＦｅＰＯ4を含み、
負電極が単体硫黄を含むアキュムレータである。
【００４８】
　本発明のアキュムレータの電気化学セルの組成物に入るこの電極対の使用は、単体硫黄
かＬｉＦｅＰＯ4かに関係なく、この両方の材料が、本質的に安全でまた安価であること
から特に好都合である。これは、確実で安価なアキュムレータを必要とする電気自動車の
開発にはきわめて有利なものであることが分かる。
【００４９】
　第１のセル及び／又は第２のセルが、アキュムレータの端に配置された（即ち、スタッ
クの端に配置されたセルを構成する）とき、この第１のセル及び／又は第２のセルは、電
流コレクタ基板の一方の面に付着され、その反対の面が隣接セルの反対の極の電極によっ
て占有された電極に加えて、電流コレクタ基板の第１の面に付着された反対の極の電極を
有し、前記第１のセル及び／又は第２のセルがスタックの最後のセルを構成することを考
慮すると、前記第１の面の反対の面は、隣接セルの電極によって占有されない。また、電
流コレクタ基板は、その単一面が電極によって占有され、アルミニウム又はアルミニウム
合金が有利なことがある。本発明によるアキュムレータは、特に、相当なエネルギーを必
要とする小型の一体構造（搭載システム、自給システムなど）を必要とする製品に適する
。このタイプの要求は、計算処理、ビデオ、電話技術、電気自動車やハイブリッド車など
の輸送の独立型電源を必要とする製品の分野、又はその他の医学、宇宙、マイクロエレク
トロニクスの分野で生じることがある。
【００５０】
　本発明は、添付図を参照して後で定義される特定の実施形態を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】特定の実施形態による本発明によるアキュムレータを表わす。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　以下に示す例は、添付された図１に示された本発明によるアキュムレータの作成を説明
し、このアキュムレータは、アルミニウムの所謂「バイポーラ」電流コレクタ基板によっ
て分離された第１の電気化学セルと第２の電気化学セルのスタックからなり、各セルはそ
れぞれ、２つのエーテル溶剤の混合物中にリチウムビストリメチルスルホニルイミド塩を
含む電解質によって分離された単体硫黄を含む負電極とＬｉＦｅＰＯ4を含む正電極とを
有する。
【００５３】
１）「周辺正電極」と呼ばれる正電極の作成
以下の組成の正電極：
＊８０質量％のＬｉＦｅＰＯ4

＊１０質量％のスーパーＰカーボンブラック
＊１０質量％のポリビニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）
　が下記の手順により調製される。
－ＬｉＦｅＰＯ4とカーボンブラック粉末を別々に計量し、
－ＰＶＤＦを含むＮ－メチル－ピロリドン（ＮＭＰ）の溶液を調製し、
－機械的攪拌による混合を続けながら前記溶液に前述の粉末を徐々に加え、
－均質な混合物を得た後で、マイクロメーターのドクターブレードによって、厚さ２０μ
ｍのアルミニウムシートの面に前記混合を被覆して厚さ２００μｍを有する層を得て、
－最初に、そのように付着された層を５５℃の炉内で２４時間乾燥させて、ＮＭＰを蒸着
させ、
－層を８０℃で４８時間乾燥させて、極微量の残留水を除去し、これにより得られた層が
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正電極を構成する。
【００５４】
２）「周辺負電極」と呼ばれる負電極の作成
以下の組成の負電極：
＊８０質量％の単体硫黄
＊１０質量％のスーパーＰカーボンブラック
＊１０質量％のポリビニリデンフルオライド（ＰＶＤＦ）
が、以下の手順により作成される。
－単体硫黄とカーボンブラック粉末を別々に計量し、
－ＰＶＤＦを含むＮ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）の溶液を調製し、
－機械的攪拌による混合を続けながら前記溶液に前述の粉末を徐々に加え、
－均一な混合物を得た後で、マイクロメーターのドクターブレードで、厚さ２０μｍのア
ルミニウムシートの表面に前記混合物を被覆して、１００μｍの厚さを有する層を得て、
－そのように付着された層を５５℃の炉内で２４時間乾燥させて、ＮＭＰの蒸着物を得て
、
－層を５０℃で４８時間乾燥させて、極微量の残留水を除去し、それにより得られた層が
負電極を構成する。
【００５５】
３）「バイポーラ基板」と呼ばれる基板の作成
　バイポーラ基板は、項目１）で述べた操作手順を２０μｍの厚さを有するアルミニウム
シートの第１の面に適用し、項目２）で述べた操作手順を同じシートの、前記第１の面と
反対側の第２の面に適用することによって作成される。
【００５６】
４）スタックの作成
　選択された型に切り取った後で、項目１）及び２）で述べた手順によって用意された電
極と、項目３）で述べた手順によって作成されたバイポーラ基板を、別々に室温で２ｔ／
ｃｍ2で圧縮する。
【００５７】
　図１に示されたアキュムレータは、２つのステップで作成される。
　非制御雰囲気中で実行される第１のステップは、図１に示された構成に従った構成によ
り、周辺正電極、バイポーラ基板、及び周辺負電極を、ジェネレータの一方の面を空けた
まま、２つのＵ字型ポリエチレン・ガスケット内に配置するステップと、次に組立体を高
温圧縮してアキュムレータの封止を保証するステップとからなる。
【００５８】
　不活性雰囲気中で行われる第２のステップは、空いた面を介して、正電極と負電極の間
の両方のセル内に、テトラエチレングリコールジメチルエーテル（ＴＥＧＤＭＥ）／ジオ
キソランが体積で５０／５０の混合物の溶液中のリチウムビストリメチルスルホニルイミ
ド　ＬｉＴＦＳｌ（１ｍｏｌ．Ｌ-1）を主成分とする液体電解質を含浸させたポリプロピ
レン／ポリエチレン・セパレータを導入するステップからなる。
【００５９】
　次に、空いた面が、２つの他のポリエチレン・ガスケットによって閉じられる。
【００６０】
　これらの様々なステップの終わりに、図１にしたがって、
－アルミニウム５の導電性基板上に付着されたＬｉＦｅＰＯ4を含む周辺正電極３と、周
辺正電極３と向かい合い、アルミニウム９の導電性基板の第１の面に付着された単体硫黄
を含む負電極７とを有し、前記負電極と前記正電極が、前に定義されたような電解質が含
浸されたセパレータ１１によって互いに分離された第１の電気化学セル１と、
－アルミニウム１７の導電性基板上に付着された単体硫黄を含む周辺負電極１５と、周辺
負電極１５と向かい合い、アルミニウム９の前記導電性基板の第２の面に付着されたＬｉ
ＦｅＰＯ4を含む正電極１９とを有し、前記第２の面が前記第１の面と反対側にあり、前
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記負電極と前記正電極が、前に定義されたような電解質が含浸されたセパレータ２１によ
って互いに分離された第２の電気化学セル１３とを含むリチウム電気化学アキュムレータ
が得られる。
 

【図１】
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